




项目活动报告 

 

活动名称：2015 笹川医学奖学金进修生同学会黑龙江分会学术研讨会 

时间：2015 年 06 月 13 日 地点：哈尔滨银河大酒店 人数：28 人（名单附后) 

报告人：李显柱 期别：12 期 手机：13910254013 

单位：同学会 邮箱 richyukinjp@yahoo.co.jp

活 

动 

内 

容 

1、 李显柱同学（8 期）做了题为“中医平衡通畅与健康 ”的主旨讲演。 

2、李晓阳同学（8 期）做了题为“影像学的最新进展”的讲演。 

3、黄树明同学（10 期）做了题为“脑退行性病变与老人健康”的讲座。 

4、金在顺同学 (10 期)做了题为“上转换纳米荧光探针在肿瘤细胞表面成像的基础实

验研究”” 做了交流介绍。 

5、同学会秘书长李忠金出席了会议，介绍了同学会 2015 年度的工作计划和 2016 年

度同学会的活动构想。 

成 

果 

︵
亮 

点
︶ 

除 21 名同学外，参加同学会中长期培训的基层医院的医生以及参加同学会组织

的樱花计划的弟子（共 7 名）也参加了研讨会，同学会的影响力得到了加强。 

弟子们对对笹川医学奖学金项目和同学会表示出浓厚的兴趣，表示愿意参加同学

会今后组织的活动。其中一名参加过樱花计划的弟子表示：希望明后年能通过同学会

的平台去日本长期学习。 

 

建 

议 

参会同学表示：近两年与日方专家交流的机会在减少，希望今后举办分会时，日

方专家能够出席并进行讲演。 

备 

注  

 



事業報告 

 
事業名称： 2015 年笹川医学奨学金進修生同学会黒龍江支部会学術交流会 

日時： 2015.6.13 場所：ハルピン銀河大酒店 参加者数：28 名 

報告者：李顕筑 期： 12 携帯電話：13910254013 

所属機関部署名： 黒龍江中医薬大学 E-mail: 

活
動
内
容 

1. 李顕筑(第 8期)が「中医平衡通暢と健康」の基調講演を行った。 

2. 李暁陽(第 8期)が「影像学の最新の進展」の講演を行った。 

3. 黄樹明(第 10 期)が「脳退行性病変と老人の健康」の講演を行った。 

4. 金在順(第 10 期)が「fluorescence probe の腫瘤細胞表面での成像の

基礎実験」の講演を行った。 

5. 同学会 李忠金秘書長が出席し 2015 年の事業計画及び 2016 年の活動

の構想について紹介した。 

成
果 

 

  21 名の会員以外に、同学会事業中長期研修の受講者である基層医院の医

師及び SAKURA プロジェクトの弟子(計７名)が出席し、同学会の影響力が

拡大した。 

 弟子たちは笹川医学奨学金プロジェクトと同学会に非常に興味を持ち、

来年以降同学会の推薦によって日本で長期研修を行いたいとの希望を持

った。 

 

提
案 

 参加者：ここ何年か日本の専門家との交流機会が減っているので、今後

会を行うときには日本の専門家に出席いただき、ご講演いただきたい。 

 







项目活动报告 

 
活动名称： 2015年笹川医学奖学金进修生同学会西安分会学术研讨会 

时间：2015 年 7 月 4 日 地点：西安市建国饭店  人数：30  

报告人： 李国栋 期别： 16 ： 

单位： 西安交通大学 邮箱: 

活 

动 

内 

容 

7月 4日下午两点，2015年笹川医学奖学金进修生同学会西安分

会学术研讨会在建国饭店召开，西安交通大学日语系李国栋副教授（26

期）主持了研讨会，西安地区的笹川生及指导的学生近 30名参加会议。

原卫生部英语培训中心副主任、西安交通大学 MTI 教育中心主任聂文

信副教授应邀出席会议。日中医学协会评议员、山黎大学病理学教授

范江林老师及协会职员太田晶子也出席了研讨会。	

范江林教授在致辞中介绍了自己的研究领域，李忠金秘书长介绍

了同学会的工作安排和计划。会上，第四军医大学西京医院心内科副

主任王琼（28期）、西北大学生命科学学院教授朱忠良（20期）、第四

军医大学军事预防医学系军队流行病与询证医学教研室副主任王安辉

（30期）、第四军医大学口腔医院牙体牙髓科副教授孙汉堂（29期），

都进行了精彩演讲。	

此次研讨会的主题是生活与健康（生活习惯病），参会人员从各自

不同的专业角度出发，针对“生活习惯病”这一主题阐述了自己的见

解，并与同行们展开精彩的讨论。专家们多次提到“合理膳食，适量

运动，戒烟限酒，心理平衡”的 16字健康方针，呼吁大家保持良好的

心态，坚持体育锻炼，从良好的生活习惯做起预防疾病的发生。 

成 

果 (

亮 

点) 

此次研讨会的成功举办，加强了同学之间的联系和沟通，大家纷

纷表示今后应该多举办类似的交流活动，为大家提供更多信息，祝愿

同学会的工作取得更大成绩。	

主要亮点：	

1、参加人数多，同学积极性很高，对同学会的工作非常支持。	

2、发言人准备充分，演讲效果好。	

3、大会组织安排，井然有序，与会同学非常满意。 

改 

进 

建 

议 

 

1、加强宣传和沟通，争取更多同学参加活动。 

2、与北京同学会总部保持密切联系，争取更多的信息和机会。 

3、明年开展活动，及早准备，大力宣传，保证会议及培训、义诊等活

动顺利进行。 

 

备 注  

 

 



事業報告 

 
事業名称： 2015 年笹川医学奨学金進修生同学会西安支部会学術検討会 

日時： 2015 年 7 月 4 日 場所：西安市建国飯店 参加者数：30 名 

報告者： 李国棟 期：  携帯電話： 

所属機関部署名： 西安交通大学 E-mail: 

活
動
内
容 

 7 月 4 日 午後 2 時、2015 年笹川医学奨学金進修生同学会西安支部会学

術交流会が建国飯店で開催された。西安交通大学日本語科李国棟副教授

(26 期)が座長を務め、西安地区の笹川生及びその学生約 30 名が会議に参

加した。衛生部英語研修センター元副主任で西安交通大学 MTI 教育センタ

ー主任の聶文信副教授が会議に出席した。又、日中医学協会評議員で山梨

大学病理学の範江林教授と日中医学協会の太田晶子職員が交流会に参加

した。 

 範江林教授は挨拶の中で自身の研究領域について紹介し、李忠金秘書長

は同学会の活動報告及び事業計画について話した。又、第四軍医大学西京

医院心臓内科副主任王瓊(第 28 期)、西北大学生命科学学院教授朱忠良(第

20 期)、第四軍医大学軍事予防医学系軍隊流行病と循証医学教研室副主任

王安輝(第 30 期)、第四軍医大学口腔医学院牙体牙髄科副教授孫漢堂(第 29

期)が素晴らしい講演を行った。 

 今回の討論会のテーマは生活と健康(生活習慣病)であり、参加会員は皆

各々の領域から「生活習慣病」のこのテーマにおける自分の見解を述べ、

活発な討論が行われた。専門家は「合理膳食・適量運動・戒煙限酒・心理

平衡（良い食生活、適度の運動、禁煙・適量の飲酒、心のバランスを保つ）」

の 16 文字の健康方針を提案し、心のバランスを保ち、身体を鍛錬し、良

好な生活習慣を保つことから疾病の予防を防ぐことができると呼びかけ

た。 

成
果 

 
  この交流会を開催したことで、会員間のコミュニケーションが強化され

参加会員は口々に今後このような活動が行われれば参加したいとのこと

であった。皆のために更に多くの情報を提供し、同学会活動が更なる成果

を得られるように努力したい。 

主な成果： 

・参加人数も多く、積極性が高く、同学会活動に非常に協力的であった。

・講演者は充分に準備を行っており、素晴らしい講演であった。 

・会議の手配、進行が秩序だって行われ、会員は非常に満足していた。 

 

提
案 

1. 広報とコミュニケーションを強化し、更に多くの会員に活動に参加し

てもらいたい。 

2. 北京の同学会本部と密に連絡を取り、更に多くの情報と機会が得られ

るようにでぃたい。 

3. 来年の活動については、早く準備を行い、広く広報活動を行って、会

議及び研修、ボランティア診療などが順調におこなわれるようにした

い。 

 


